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　開催にあたり折田会長は、「トランプ大統領に代
表されるポピュリズム政治の背景には、格差が拡
大し中間層の解体など貧困が増大している。日本
においても暴走政治を続け、一層の格差貧困社会
をもたらしている安倍政権の経済政策アベノミク
スの行き詰まりが鮮明になっているという認識は
大変重要である。連合として、働くことを軸とす
る安心社会実現の旗をしっかりと掲げ、排除と分
断ではなく、連帯と包摂（共生）を強く訴えるべ
きである。生活者の暮らしの底上げ、安心して働
くことのできるワークルール確立、地域における
良質な雇用の確保などの課題に向け、2017春季生

活闘争に組織の総力を挙げて取り組んでいく。ま
た解散総選挙は、いつ解散されても直ちに対応で
きる準備を怠ってはならない。すべての取り組み
は、政治闘争とつながっていることを絶えず意識
しながら、各構成組織にも紹介活動の取り組みな
どご協力をお願いしたい」と訴えた。
　第 1号議案「役員の交代（案）」では、女性委員
会役員改選に伴う役員の交代について決定。第 2
号議案「2017春季生活闘争方針」では、連合高知
における賃金闘争を中心とした取り組み方針を決
定した。

連 合 高 知⑷　 2017.　 3 .　10

　地方委員会終了後、引き続き同会場にて連合高知2017春季生活闘争「闘争開始宣言」集会が行われ
た。集会に参加した155名は、月例賃金の改善をめざして気勢をあげた。闘争に向けた決意表明では、
UAゼンセン・サンプラザレイバーユニオン　百田篤司事務局長から、職場状況や春闘における取り組
みが報告された。集会の最後には、“「底上げ・底支え」「格差是正」でクラシノソコアゲを実現しよう。
長時間労働の撲滅でハッピーライフの実現を！”とする闘争開始宣言を採択した。

　
2017年 3月10日

～第55回地方委員会～

2017春季生活闘争
「連合高知の方針」を確立

　連合高知は、 2月15日（水）高知会館にて第55回地方委員会を開催し、春季生活闘争

期の賃金闘争を中心とした取り組み方針を確立した。

「底上げ・底支え」「格差是正」で「クラシノソコアゲ実現」
長時間労働の撲滅でハッピーライフの実現を！
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【具体的な要求内容】

◆　統一要求基準額：≪月額要求≫10,500円以上　　≪時間額≫64円を目安
◆　連合高知『年齢別最低賃金』と「到達目標水準」

連合高知「2016年齢別最低賃金」

年　齢 18歳 20歳 25歳 30歳 35歳 40歳

金　額 149,500 152,900 161,500 170,000 179,300 190,800

年差額  1,700 1,720 1,700 1,860 2,300 

目標とする水準値（2016賃金実態の第 3四分位・第 9十分位を参考として設定）

25　歳 220,000円
（ 1 歳 1 年間差5,600円）
（ 1 歳 1 年間差6,000円）
（ 1 歳 1 年間差7,000円）

30　歳 248,000円
35　歳 278,000円
40　歳 313,000円

◆　企業内最低賃金の協定化
◆　ワークライフバランス実現の取り組み
◆　非正規労働者の労働条件改善の取り組み
◆　一時金の取り組み
◆　男女平等社会実現に向けた取り組みと均等待遇の実現
　＊　職場における男女平等と男女間の賃金格差の是正
　＊　女性活躍推進法、男女雇用機会均等法の定着と点検
　＊　両立支援の促進（育児・介護休業法、次世代育成支

援対策推進法）
　＊　次世代育成支援対策推進法に基づく取り組みの推進

◆　ワークルールの確立　
　＊　雇用形態に関わらない均等・均衡待遇の実現に向けた取り組み
　＊　有期労働契約に関する取り組み
　＊　改正労働者派遣法に関する取り組み
　＊　若者雇用に関する取り組み
　＊　高齢者雇用に関する取り組み
　＊　治療と職業生活の両立支援に関する取り組み
　＊　安全な職場づくり、健康促進の取り組み

○ JP労組では、契約社員の時給額アップをめ
ざしている。組合員の中には、「正社員は賃
金アップできなくても、契約社員の賃金アッ
プを勝ち取ろう」という声さえある。民間労
組となり10年の節目を迎え、契約社員を含め
た満額回答をめざしていく。
●非正規雇用労働者の取り組み報告をいただ
き、感謝申し上げる。今春闘においても、非
正規労働者の労働条件改善の取り組みは重点
項目に掲げている。一方では、「働き方改革
実現会議」の中で“同一労働同一賃金”につ
いて論議されている。この動きが単に賃金の
低位平準化や雇用の流動化に伴う労働条件の
劣化を引き起こすような結果にならないよう
に、しっかりと取り組んでいきたい。

○連合が、賃金や労働条件だけではなく社会に
向けて「働き方・働かせ方」についても発信
して欲しい。昨今は県勢浮揚に向けた様々な
施策が展開されていることから、あらゆる職
場の繁忙感も高まっている。今春闘における
県民全体あるいは社会への発信について、具
体的にどのように展開していく考えか。
●非正規が全労働者の 4割を占め、連合調査で
は、そのうちの約 2分の 1が不本意非正規と
いう調査結果が出ており、この社会・働き方

を変えていかなければならない。連合高知に
おける今春闘の取り組みとしては、街頭行動
などのキャンペーンを 2～ 3月にかけて実施
していくとともに、構成組織の協力を得て街
宣車を使用した広報にも取り組んでいくこと
としている。また、各地協では春闘推進集会・
学習会（17日室戸地区、21日嶺北地区、22日
安芸地区、24日南国・香美・香南地区、27日
高知市、 3月 6 日西地協など）を開催する。
加えて、従来の手法に捉われることなく、広
く県民に認知いただけるような取り組みを考
えていきたい。

○私たちの職場実態として、恒常的な時間外労
働や特定の者に長時間労働の負担がかかるな
ど、人権や健康問題にまで発展する可能性が
否定できない状況にある。あらゆる業界で人
手不足が叫ばれる中、社会に対しても「働き
方改革」の必要性を発信して欲しい。
●長時間労働是正と過労死ゼロの実現は喫緊の
課題である。そもそも一日の労働時間は原則
8時間であり、その原則をしっかりと押さえ
たところからあるべき姿の議論をすべきと考
えている。今春闘では、スローガンに「長時
間労働撲滅」の文字を入れ、特に力を傾注し
て取り組んでいく思いである。

賃金の絶対水準にこだわる闘いを主体的に進め、
規模間・地域間・正規、非正規・男女間格差の是正と

産業全体の底上げ、総実労働時間縮減をはかる

質疑・応答
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